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アクティブ法に基づく従来無いポータブルの特定核物質非破壊検知システムの開発を開始した。本報告で

は、開発するシステムの構成、検知原理・方法などを含めた全体開発計画の概要を紹介する。 
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1. 緒言 不審物の発見現場において、非接触・非開封で不審

物中に隠匿された特定核物質を検知するシステム（図 1）の開

発を開始した。1 kg の高濃縮ウランを数分で検知可能な性能

を目差している。 

2. 核物質検知原理 閾エネルギー中性子計測法(Threshold 

Energy Neutron Analysis: TENA)[1]を用いる。すなわち、定常

DD 中性子源を用いて不審物に 2.45 MeV 単色中性子を照射し、

特定核物質に誘起された核分裂反応で生じる 2.45 MeV を超

える 2 次中性子を検出する。従来の高速中性子検出器を用い

た場合、ガンマ線や 2.45 MeV 以下の中性子の検出信号のパイ

ルアップによって 2.45 MeV 以上の領域に生じるバックグラ

ンド信号が問題となる（図 2）。この問題を解決するため、本

開発システムには、閾エネルギー（連続可変）以下の中性子

や X 線・ガンマ線に感度を有しない張力準安定流体検出器

(Tensioned Metastable Fluid Detector: TMFD)[2]を採用すること

で、検出器周囲の遮蔽を必要としない軽量なシステムとする。 

3. 開発計画 主な開発要素は、慣性静電閉じ込め方式の DD

核融合中性子源（>5×107 n/sec）および TMFD の台数・配置

の検討を含む検出器アレーユニットの開発である。いずれも

対爆スーツを着用した作業員の人力で、不審物周囲に短時間

で配置可能なポータブルとする。2018 年度までに製品試作機

を製作して性能実証し、2020 東京五輪での社会実装を目差す。 
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図 1 開発するポータブル特定核物質検知

システムの全体構成図 

 
図 2 DD 中性子源（2.45 MeV 単色）、252Cf

と有機液体シンチレータを用いた

TENA 法の予備実験結果。2.45 MeV
以上の領域では 252Cf の有無（緑点と

黒点）で計数率に明確な差が見られる

ものの、252Cf の無い場合にもバック

グラウンド（黒点）が見られる[1] 
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